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はじめに

甲田遺跡は、富田林市のほぼ中央部に位置 し、

市内中央を流れる石川西岸の低位及び中位段丘上

弓

に広がつていています。その範囲は南北750m、 東

西550mに及びます。1968(昭和43)年、遺跡東方

の甲田浄水場進入路工事の際に、古墳時代後期の

土器が出土 したことから、その存在が知 られるよ

うになりました。これまでの調査によって、弥生

時代から中世にかけての遺跡であることが分かっ

ています。

甲田遺跡の周辺は数多くの遺跡が分布しています。

北東側には谷川遺跡、北西側には太郎池遺跡が、

西側に近接 して新家遺跡、南側に近接 して甲田南
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遺跡があります。

今回の調査は、浄化槽部分について、事業主で

ある中井義幸氏の協力を得て行いました。

地形と層序

調査地周辺は、東は石川、西は東高野街道に挟

まれた、低位段丘上に位置 してます。

調査地の堆積層は上から順に、第 1層 (耕土 )、

第 2層 (床土 )、 第 3層 (灰黄色土 )、 第 4層 (黄

灰色粘質土 )、 第 5層 (濁灰黄色粘質土 )、 第 6層

(濁黄灰色粘質土)で、それらを取 り除 くと地山面

に達 します。遺構はすべてこの面で検出されてい

ます。調査区の西側では水田面が 3面、東側では

1面確認できました。

遺構と遺物

今回の調査では、溝、土坑6、 ピット34を 検出し

ました。 (図 2)

清 調査区西側に広がってお り、東側 と、南西側

の 1部で肩を検出しました。検出幅は、北側の広

いところで東西 5m、 南側の狭いところで東西0.85

mで検出しました。深さは、深いところで約0.5m

を測 り、比高差は0.17mで 北流 します。堆積層は 2
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層あ り、 1層 目は濁灰掲色粘質土、 2層 目は黒褐

色混礫粘質土で北側の深い部分のみに 1層 目が堆

積 していました。遺物は少量の土師器片が出土 し

ていますが、細片のため時期は不明です。

土坑 調査区全体に検出されました。形状はいず

れも不整形で、深さは約15cmか ら33cmを 測 り、埋

土は全て暗灰褐色混礫粘質土で、遺物は出土 して

いません。

ピッ ト 土坑同様に調査地全体に検出されました。

詳細については、表 1を 参照されたい。

まとめ

今回の調査地は石川に面 した東端部にあたりま

す。狭い面積の調査にもかかわらず、多数のピッ

ト・土坑を検出しましたが、遺構の性格、時期を

決める遺物が出土 していません。 しか し、過去の

調査で、南甲田の集落辺 りに古墳時代から奈良時

代の集落があったと推定されています。今回の調

査地が南甲田の東側に位置することから、これら

多数のピットや土坑は、同時代の可能性 も考える

こともできますが、その詳細については今後の周

辺調査の進展に期待 しなければなりません。

・ F平成5年度富田林市内遺跡群発掘調査概要』富田林市教育委員会 (1994)
・『平成4年度富田林市内遺跡群発掘調査概要』富田林市教育委員会 (1993)
・『甲田遺跡発掘調査概要』大阪府教育委員会 (1990)  ・ F甲 田遣跡発掘調査概要Ⅱ』大阪府教育委員会 (1990)
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図 2 遺構平面図・断面図
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写真 1 調査区全景 (東 から)
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市町村 遺跡番号

平凸造蘇

大阪府富田林市

甲田 2丁 目

1094--1
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60.0
葬祭会館

建設

所収遺物 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

甲田遺跡 集落跡 古墳時代～ 溝 ・土 坑 ・ ピ

ツト

土師器
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